別表第十九号の十　データチャネルMACプロトコルカプセルの構成(第22条の13第1項第3号関係)
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注
1　スタッフィングは、データチャネルMACプロトコルカプセルの長さを調整するために使用する。
2　パディングは、ストリーム0の長さを調整するために使用する。
3　トレーラーは、ストリーム0、1及び2の構成の識別並びに連続するデータチャネルMACプロトコルカプセルの集合に関する情報の伝送のために使用する。
4　パリティは、誤り訂正外符号のために使用する。
5　誤り訂正外符号は、別記に示すリードソロモン符号方式とする。
6　スタッフィング、第22条の13第1項第3号に規定する共通情報、放送番組に関する権利を示す情報、パディング、トレーラー及びパリティ並びにストリーム2又はストリーム1のうち一方は、省略してもよい。
別記　誤り訂正外符号方式
データチャネルMACプロトコルカプセル及びコントロールチャネルMACプロトコルカプセルに用いる誤り訂正外符号は、符号化率8／16、12／16又は14／16のリードソロモンとする。ここでリードソロモン符号の多項式は次のとおりとする。
符号化生成多項式：g(x)＝x8＋α44x7＋α231x6＋α70x5＋α235x4＋α70x3＋α231x2＋α44x＋1(符号化率8／16の場合)
符号化生成多項式：g(x)＝x4＋α201x3＋α246x2＋α201x＋1(符号化率12／16の場合)
符号化生成多項式：g(x)＝x2＋α152x＋1(符号化率14／16の場合)
体生成多項式：p(x)＝x8＋x4＋x3＋x2＋1
